
〈
聖
典
編
纂
部
門

親
鷺
聖
人
の
字
音
考

講
義
録
〉

親
鷺
聖
人
の
仮
名
遣
い
に
つ
い
て

佐

木

勇

々

一
、
「
仮
名
遣
い
」
と
は

2011年 3月

佐
々
木
で
ご
ざ
い
ま
す
。
本
日
も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

与
え
ら
れ
ま
し
た
本
日
の
題
は
、
寸
親
鷺
聖
人
の
仮
名
遣
い
L

で
す
。
初
歩
か
ら
話
す
よ
う
に
と
い
う
御
依
頼
で
す
か
ら
、
仮
名

遣
い
と
は
何
か
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
始
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
し
ば
ら
く
お
付
き
合
い
く
だ
さ
い
。

今
、
古
文
の
教
科
書
や
、
古
典
の
注
釈
書
類
は
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
で
書
か
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
歴
史
的
仮
名
遣
い
は
、
イ
ロ
ハ
四
十
七
文
字
の
範
囲
で
、
語
の
仮
名
遣
い
を
定
め
た
も
の
で
す
。

よ
り
古
く
は
、
ヤ
行
の
「
江
」
を
、
ア
行
「
え
」
・
ワ
行
「
ゑ
」
と
区
別
し
て
い
ま
し
た
。
平
安
時
代
の
始
め
、
九
五

O
年
頃
ま

で
の
こ
と
で
す
。
万
葉
時
代
か
ら
平
安
初
期
ま
で
の
写
本
に
、
ア
行
「
え
」
と
、
ヤ
行
の
「
江
」
と
が
区
別
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ア
行
「
え
」
と
、
ヤ
行
の
「
江
」
と
を
記
し
た
万
葉
仮
名
の
中
国
語
音
が
、
そ
れ
ぞ
れ
別
音
で

ヤ
行
の
「
江
」
と
が
別
音
で
あ
っ
た
、
と
い
う
根
拠
に
な
っ
て
い
ま
す
。

か
つ
て
、
「
見
江
ず
」
と
書
い
て
い
た
も
の
を
、
ア
行
の
「
え
」
で
、
「
見
え
ず
」
と
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ア
行
寸
え
」
と
、

あ
る
こ
と
も
、

と
こ
ろ
が
、
九
五

O
年
頃
に
な
り
ま
す
と
、



親鷲聖人の仮名遣いについて

書
く
資
料
が
現
れ
て
き
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
頃
、

44 

ヤ
行
「
江
」
と
ア
行
「
え
」
と
は
同
じ
音
に
な
っ
た
、

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
九
五

O
年
以
降
も
、
こ
れ
ま
で
通
り
「
見
江
ず
」
と
い
う
ふ
う
に
書
く
人
も
い
ま
す
。

し
か
し
、
音
が
変
わ
っ
た
の
で
す
か
ら
、
「
見
え
ず
」
と
書
く
人
も
、
複
数
出
て
き
ま
す
。

こ
の
時
、
「
仮
名
遣
い
」
と
い
う
問
題
が
生
じ
ま
す
。
「
仮
名
遣
い
」
と
し
て
、
自
分
は
ど
ち
ら
で
書
く
か
と
い
う
問
題
で
す
。

「
歴
史
的
仮
名
遣
い
」
は
、
こ
の
、
ヤ
行
の
「
江
」
が
消
え
て
、
イ
ロ
ハ
四
十
七
文
字
に
対
応
す
る
音
が
存
し
た
時
代
の
、
九
五

O
年

1
一
0
0
0年
頃
の
、
極
く
限
ら
れ
た
聞
の
発
音
に
対
応
す
る
仮
名
表
記
に
基
づ
く
「
仮
名
遣
い
」
で
す
。

こ
の
歴
史
的
仮
名
遣
い
と
、
現
存
の
平
安
中
期
以
降
の
写
本
の
仮
名
遣
い
と
は
、
少
な
か
ら
ず
異
な
り
ま
す
。
そ
の
相
違
は
、
主

と
し
て
、
ア
行
・
ハ
行
・
ワ
行
の
三
行
間
に
見
ら
れ
ま
す
。

一
O
O
O年
頃
、
語
中
語
尾
の
ハ
行
音
が
、
ワ
行
音
に
変
わ
る
、
「
ハ
行
転
呼
」
と
い
う
現
象
が
起
こ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
鴨

川
の
川
を
、
「
か
は
」
と
発
音
し
て
い
た
も
の
を
、
現
代
と
同
じ
く
、
「
か
わ
」
と
発
音
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
、
「
ハ
行
転

呼
L

現
象
が
、
ハ
行
全
体
に
起
き
ま
し
た
。
動
詞
で
も
、
「
あ
ふ
」
と
言
っ
て
い
た
「
会
ふ
」
を
、
「
あ
う
」
と
発
音
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

こ
の
時
に
も
、
音
は
変
わ
っ
て
も
、
昔
の
と
お
り
に
表
記
す
る
人
々
が
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
仮
名
遣
い
の
問
題
が
起
き
ま
す
。

一
個
人
の
中
で
も
、
仮
名
遣
い
は
定
ま
ら
な
い
こ
と
が
一
般
で
あ
り
、
多
く
の
文
献
に
は
、
同
一
単
語
で
あ
っ
て
も
、
仮
名
遣
い
の

揺
れ
が
見
ら
れ
ま
す
。

そ
の
中
、
自
ら
の
仮
名
遣
い
を
定
め
、
実
践
し
た
人
と
し
て
、
親
鷺
聖
人
よ
り
も
十
一
歳
年
上
の
、
藤
原
定
家
が
有
名
で
す
。
定

家
の
仮
名
遣
い
で
す
か
ら
、
「
定
家
仮
名
遣
い
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

定
家
の
、
後
に
『
下
官
集
』
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
書
は
、
簡
便
な
、
単
語
ご
と
の
用
例
集
で
す
。
そ
の
寸
定
家
仮
名
遣
い
」

で
は
、
寸
お
」
と
「
を
」
を
、
単
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
依
っ
て
書
き
分
け
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
定
家
は
、
ア
行
の



ワ
行
の
「
を
L

は
高
く
始
ま
る
ア
ク
セ
ン
ト
の
語
に
用
い
ま
し
た
。
そ
の
語
の
ア
ク

セ
ン
ト
に
よ
っ
て
書
き
分
け
れ
ば
、
誰
に
で
も
容
易
に
判
断
で
き
る
、
と
考
え
た
よ
う
で
す
。

(
1

定
家
仮
名
遣
い
」
に
つ
い
て
は
、

日
本
語
の
歴
史
に
触
れ
た
書
物
に
解
説
が
有
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
そ
れ
ら
を
御
覧
下
さ
い
。
)

そ
し
て
、
親
鷺
聖
人
も
、
独
自
の
仮
名
遣
い
を
実
践
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
お
し
は
低
く
始
ま
る
ア
ク
セ
ン
ト
の
語
に
、

二
、
親
鷲
聖
人
に
お
け
る
和
語
の
仮
名
遣
い

以
下
、
親
鷲
聖
人
自
筆
本
を
対
象
と
し
た
先
行
研
究
を
挙
げ
、
そ
の
研
究
成
果
を
、
簡
略
に
ま
と
め
ま
す
。
(
詳
し
く
は
、
原
論

文
を
御
覧
下
さ
い
。
)

1
.
親
鷲
聖
人
自
筆
本
を
対
象
と
し
た
先
行
研
究

①
吉
沢
義
則
「
親
鷺
上
人
の
写
語
法
L

(

「
龍
谷
大
学
論
叢
」

書
店
〉
所
収
)
。

一
九
二
二
年
十
月
。
後
、
『
国
語
国
文
の
研
究
』
〈
一
九
二
七
年
四
月
、
岩
波

親鴛聖人の仮名遣いについて

こ
の
論
文
で
、
専
修
寺
蔵
自
筆
本
『
西
方
指
南
抄
』
康
元
二
年
(
一
二
五
七
)
以
降
、
助
詞
「
オ
ハ
L

「
オ
カ
」
「
オ
ヤ
」
等
に

「
オ
」
を
用
い
る
仮
名
遣
い
を
、
親
鷺
聖
人
が
実
践
し
た
こ
と
が
、
初
め
て
指
摘
さ
れ
た
。
ま
た
、
専
修
寺
蔵
『
三
帖
和
讃
』
の
朱

筆
に
も
こ
の
仮
名
遣
い
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
も
述
べ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
親
鷺
聖
人
の
仮
名
遣
い
は
、
聖
畳
の
影
響
を
受
け
た
も
の

で
は
な
か
っ
た
か
、
と
も
言
う
。

②
吉
沢
義
則
「
本
願
寺
本
教
行
信
証
点
注
の
筆
者
に
つ
い
て
L

(

「
龍
谷
大
学
論
叢
」
一
九
二
四
年
十
一
月
。
後
、
『
国
語
国
文
の
研
究
』
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所
収
〉
)
。
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西
本
願
寺
本
『
教
行
信
証
』
に
は
、
右
の
仮
名
遣
い
の
例
外
が
多
い
。
よ
っ
て
、
西
本
願
寺
本
『
教
行
信
証
』
は
、
親
鷺
聖
人
加

点
で
は
な
い
。

論
文
②
発
表
時
は
、
西
本
願
寺
本
『
教
行
信
証
』
も
、
親
鷺
聖
人
自
筆
で
あ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
ず
い
ぶ
ん
と
思

い
切
っ
た
発
表
で
し
た
。

こ
の
①
②
論
文
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
親
鷺
聖
人
遺
文
に
つ
い
て
、
助
詞
「
オ
ハ
」
「
オ
カ
」
「
オ
ヤ
」
等
の
仮
名
遣
い
を
調
べ
る

論
文
が
、
次
々
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

③
藤
谷
一
海
「
親
鷺
聖
人
仮
名
聖
教
用
語
の
研
究
二
)
(
二
)

L

(

「
大
谷
学
報
」
第
四
七
号
・
第
四
九
号
、

年
一
月
)
、
同
寸
親
鷺
上
人
の
仮
名
遣
に
就
て
L
q大
谷
学
報
」
第
六
三
号
、
一
九
三
六
年
十
月
)
。

「
オ
ハ
L

「
オ
カ
」
寸
オ
ヤ
」
等
の
仮
名
遣
い
が
、
本
誓
寺
本
『
唯
信
紗
文
意
』
お
よ
び
坂
東
本
『
教
行
信
証
』
に
も
見
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
仮
名
遣
い
の
始
ま
り
を
、
親
鷺
聖
人
五
十
二
歳
以
前
に
引
き
上
げ
た
。

一
九
三
二
年
七
月
・
一
九
三
三

④
小
林
芳
規
「
鎌
倉
時
代
語
史
料
と
し
て
の
草
稿
本
教
行
信
証
古
点
L

(

「
東
洋
大
学
大
学
院
紀
要
」
第
二
集
、

坂
東
本
『
教
行
信
証
』
で
は
、
助
調
「
を
」
に
限
ら
ず
、
「
二
音
節
以
上
か
ら
成
る
単
語
の
第
一
音
節
に
は
「
オ
」
が
用
い
ら
れ

る
。
」
こ
と
を
述
べ
た
。

こ
の
④
論
文
で
、
語
頭
を
「
オ
」
と
す
る
、
と
い
う
視
点
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
、
寸
語
頭
寸
オ
L

」
の
中
に
、
「
オ
ハ
」
「
オ

カ
」
「
オ
ヤ
」
も
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
九
六
五
年
九
月
)
。



⑤
安
田
章
「
仮
名
資
料
」
(
「
国
語
国
文
」
第
四
一
巻
第
三
号
、

一
九
七
二
年
三
月
。
後
、
『
仮
名
文
字
遣
い
と
国
語
史
研
究
』
〈
二

O
O九
年
、

清
文
堂
〉
に
収
載
。
)

@
論
文
は
、
以
上
の
研
究
成
果
を
認
め
た
上
で
、
「
平
仮
名
書
状
で
は
、
「
も
の
ど
も
を
も
」
寸
申
を
か
ず
し
「
い
と
を
し
う
」
(
常

陸
の
人
々
宛
)
、
「
な
を
し
て
」
(
慶
信
房
宛
)
の
よ
う
に
、
「
を
」
の
用
法
が
拡
大
し
て
い
る
。
L

と
、
仮
名
書
状
で
は
、
事
情
が
異
な

る
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。

ま
た
、
寸
消
息
の
内
、
「
笠
間
の
念
仏
者
の
疑
ひ
聞
は
れ
た
る
事
」
(
建
長
七
年
)
に
あ
る
複
合
助
調
寸
人
お
も
」
の
処
理
は
、
こ
の

消
息
が
、
日
下
無
倫
氏
の
解
く
(
『
親
鷲
聖
人
御
消
息
』
所
収
解
説
)
よ
う
に
、
内
容
的
に
見
て
「
法
語
」
と
す
れ
ば
、
解
決
出
来
る
で

あ
ろ
う
」
と
、
法
語
と
消
息
と
を
分
け
て
考
察
す
べ
き
こ
と
を
も
、
説
い
て
い
ま
す
。

@
山
内
育
男
「
か
な
づ
か
い
の
歴
史
」
(
『
講
座
国
語
史

⑤
安
田
論
文
と
ほ
ぼ
同
時
に
、
平
仮
名
消
息
に
見
ら
れ
る
仮
名
遣
い
の
例
外
を
指
摘
し
、
助
詞
「
オ
ハ
」
「
オ
カ
」
「
オ
ヤ
」
等
の

仮
名
遣
い
は
、
「
片
か
な
文
章
の
ぱ
あ
い
だ
け
の
も
の
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
可
能
性
を
指
摘
し
ま
し
た
。

立
日
韻
史
・
文
字
史
』
〈
一
九
七
二
年
九
月
、
大
修
館
書
庖
〉
)
。

親鷲聖人の仮名遣いについて

こ
の
後
、
一
九
七
四
年
・
七
五
年
に
至
り
、
『
親
鷺
聖
人
真
蹟
集
成
』
全
九
巻
(
法
蔵
館
)
が
刊
行
さ
れ
ま
す
。

⑦
門
川
徹
真
「
真
蹟
本
に
見
る
親
鷺
聖
人
の
か
な
の
用
法
」
(
「
真
宗
研
究
」
第
二
一
輯
、
一
九
七
六
年
十
二
月
)
。

特
定
の
語
の
仮
名
遣
い
に
つ
い
て
、
『
親
鷲
聖
人
真
蹟
集
成
』
を
活
用
し
て
、
『
唯
信
抄
』
(
平
仮
名
本
)
以
下
多
く
の
自
筆
本
・
転

写
本
を
調
査
し
、
親
鷺
聖
人
の
仮
名
遣
い
に
例
外
が
見
ら
れ
な
く
な
る
の
は
、
八
十
五
歳
以
降
で
あ
る
、
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
消
息
で
は
、
こ
の
仮
名
遣
い
が
厳
密
に
は
実
行
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
指
摘
し
ま
し
た
。
そ
の
仮
名
遣
い
は
、
聖
質
の
影

響
を
受
け
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
、
と
も
述
べ
て
い
ま
す
。
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@
金
子
彰
「
親
鷺
聖
人
の
仮
名
づ
か
い
」
(
「
国
文
学
孜
」
第
七
六
号
、

こ
の
金
子
論
文
は
、
『
親
鷺
聖
人
真
蹟
集
成
』
を
用
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
総
点
検
し
た
上
で
、
新
た
な
事
象
を
指
摘

し
て
い
ま
す
。

一
九
七
九
年
一
月
)
。
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以
下
、
項
目
を
分
け
て
ま
と
め
、
列
挙
し
ま
す
。

A
.
助
詞
「
ヲ
」
の
仮
名
遣
い

a.
文
暦
二
年
(
一
二
三
五
)
書
写
専
修
寺
蔵
『
唯
信
抄
』

(
平
仮
名
本
)
に
お
い
て
、
す
で
に
こ
の
「
お
は
」
「
お
か
」
「
お
や
」
等

の
仮
名
遣
い
が
実
践
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
そ
れ
よ
り
早
い
遺
文
が
存
し
な
い
た
め
、
「
更
に
若
い
時
期
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
の
か
ど
う
か
」
寸
断
定
で
き
な
い
。
L

b
.
他
者
の
著
書
を
転
写
す
る
場
合
に
も
、
親
鷺
聖
人
は
、
こ
の
仮
名
遣
い
を
実
践
し
て
い
る
。

c.
書
簡
に
の
み
こ
の
仮
名
遣
い
を
実
践
し
て
い
な
い
の
は
、
ー
褒
」
の
遺
文
で
あ
る
た
め
で
は
な
い
か
。

B
.
語
頭
「
オ
」
の
仮
名
遣
い

④
小
林
論
文
で
言
わ
れ
た
、
語
頭
に
寸
オ
」
を
用
い
る
仮
名
遣
い
は
、
『
唯
信
抄
』
(
平
仮
名
本
)
・
西
本
願
寺
蔵
『
唯
信
抄
』
自

筆
本
・
『
唯
信
抄
文
意
』
正
月
十
一
日
本
・
『
一
念
多
念
文
意
』
・
書
簡
・
自
筆
本
『
西
方
指
南
抄
』
・
国
宝
本
『
三
帖
和
讃
』
に
お
い

て
も
、
見
ら
れ
る
。

こ
の
結
果
か
ら
、
「
複
合
助
詞
「
オ
ハ
・
オ
モ
・
オ
ヤ
・
オ
カ
」
に
つ
い
て
、

一
語
意
識
が
強
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
対

し
て
、
「
ヲ
モ
テ
・
ヲ
シ
テ
・
ヲ
タ
ニ
L

は、

そ
の
意
識
が
弱
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
」
と
し
た
。

他
者
の
著
書
を
転
写
す
る
場
合
に
も
、
親
鷺
聖
人
は
こ
の
仮
名
遣
い
を
実
践
し
て
い
る
。

ま
た
、
書
簡
に
の
み
こ
の
仮
名
遣
い
を
実
践
し
て
い
な
い
の
は
、
衰
の
遺
文
で
あ
る
た
め
で
は
な
い
か
。

⑦
論
文
と
こ
の
論
文
と
に
よ
っ
て
、
「
オ
ハ
」
「
オ
カ
」
寸
オ
ヤ
L

等
の
仮
名
遣
い
を
行
う
か
ど
う
か
は
、
平
仮
名
文
、
片
仮
名
文



の
相
違
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
、
判
明
し
ま
し
た
。
こ
の
仮
名
遣
い
が
、
平
仮
名
で
書
か
れ
た
『
唯
信
抄
』
に
お
い
て
も
、

片
仮
名
文
献
同
様
に
実
践
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。

c.
仮
名
遣
い
の
一
定
性

「
ハ
・
ワ
・
ヒ
・
イ
・
ヰ
・
フ
・
ウ
・
へ
・
ェ
・
ヱ
・
オ
・
ホ
・
ヲ
」
の
仮
名
遣
い
に
つ
い
て
も
、
同
一
語
を
一
定
の
仮
名
遣
い

で
表
記
す
る
原
則
が
見
ら
れ
る
。

こ
の
、
親
鷺
聖
人
の
仮
名
遣
い
に
は
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
一
致
し
な
い
も
の
が
存
す
る
。
ま
た
、
定
家
仮
名
遣
い
と
も
一
致
し

な
い
も
の
が
多
い
。

こ
の
仮
名
遣
い
を
、
親
鷺
聖
人
が
ど
こ
か
で
学
ん
だ
も
の
か
、
独
自
に
考
え
出
し
た
も
の
か
、
不
明
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
が
、
先
人
の
研
究
成
果
で
す
。

2
・
親
鷲
聖
人
に
お
け
る
和
語
の
仮
名
遣
い

①
西
本
願
寺
蔵
『
観
無
量
喜
経
註
」
に
お
け
る
和
語
の
仮
名
遣
い

こ
れ
ら
に
わ
ず
か
な
事
柄
で
も
加
え
る
べ
く
、
西
本
願
寺
蔵
『
観
無
量
寿
経
註
』
に
書
き
込
ま
れ
た
振
り
仮
名
に
つ
い
て
、

仮
名
遣
い
を
調
べ
て
み
ま
し
た
。

そ
の

親鷲聖人の仮名遣いについて

西
本
願
寺
蔵
『
観
無
量
書
経
註
』
訓
点
に
お
け
る
和
語
の
仮
名
遣
い
は
、
次
の
通
り
で
し
た
。
(
算
用
数
字
の
み
は
本
文
の
所
在

行
。
漢
数
字
と
算
用
数
字
は
、
註
の
所
在
。
註
の
所
在
は
、
『
親
鷺
聖
人
真
蹟
集
成
』
の
頁
数
(
漢
数
字
)
と
行
数
(
算
用
数
字
)

と
で
示
す
。
以
下
、
同
じ
。
)

A
.
助
調
「
ヲ
」
の
仮
名
遣
い

49 



親鴛聖人の仮名遣いについて

誠
言
ヲ
ハ
(
裏
九
2
)

何
l

者
ヲ
カ
(
裏
二
六
6
)

他
ヲ
モ
(
裏
六

M
)

左
は
、
他
の
親
鷲
聖
人
遺
文
で
も
、
ヲ
ー
。

香
華
ヲ
モ
テ
(
裏
二
五
叩
)
信
心
ヲ
モ
テ
(
裏
二
七
8
)

者
ヲ
シ
テ
(
裏
九
口
・
裏
一
三

M
・
裏
一
四
2
)

偶
語
ヲ
ハ
(
裏
九
3
)

何
l

等
ラ
ヲ
カ
(
裏
二
五

2
)

衆
生
ヲ
ハ
(
裏
二
八
口
)

50 

衆
費
ヲ
モ
テ
(
裏
一
四
3
)

衆
生
ヲ
シ
テ
(
裏
二
二
日
)

悪
神
ヲ
シ
テ
(
裏
二
九
4
)

B
.
語
頭
「
オ
」
の
仮
名
遣
い

a
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
一
致
す
る
例

オ

コ

ス

オ

コ

レ

リ

護
(
六

O
下
H
)

起
(
裏
一
四

3
)

オ

ノ

レ

カ

オ

カ

ロ
)
己
(
裏
二
八
3
)

未
措
(
裏
九
6
)

ス

b
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
一
致
し
な
い
例

オ

ハ

リ

オ

ヘ

テ

オ

シ

ヘ

テ

終
(
裏
三
二
日
)
畢
(
五
O
3
)

教
(
五
四
4
)

土コオ

琶Z-z
i言警

七五
7 土

同1欲2
ーシ 手

294 ~ 
裏

四
2 

欲
(
裏
二
五

2
)

オノツカラ

自

(

裏

二

七

収
(
裏
二
七

7
)

c.
右
以
外
に
鎌
倉
時
代
に
お
い
て
仮
名
遣
い
が
問
題
と
な
る
例

a
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
一
致
す
る
例

タ

マ

ハ

ス

テ

タ

マ

ハ

ス

テ

タ

マ

ハ

ス

レ

タ

マ

ハ

タ

マ

フ

た
ま
ふ
説
(
裏
一
二
日
)
不
捨
-
(
裏
二
八

7
)

不
捨
(
裏
二
八
口
)
不
三
離
ニ
(
裏
二
九

7
)

説
(
裏
二
九

M
)

シ

タ

マ

フ

シ

タ

マ

フ

メ

タ

マ

フ

テ

シ

タ

マ

フ

ニ

タ

マ

フ

ニ

揖
護
(
裏
二
八
口
)
影
l

現
(
裏
三
一

1
)

勧

(

裏

二

七

4
)

照

二

裏

二

八

日

)

照

-

(

裏

二

八

6
)

シ

タ

マ

フ

ニ

タ

マ

フ

ト

モ

メ

タ

マ

ヘ

リ

リ

タ

マ

ヘ

リ

シ

タ

マ

へ

リ

嘆
】
(
裏
二
八

8
)
説

(

裏

二

八

日

)

勧

(

裏

二

七

1
)

成

(

裏

二

九

9
)

顕

(

裏

三

二

日

)

道讃



親鴛聖人の仮名遣いについて

成
(
裏
一

O
9
)

い
ふ
導
(
裏
九
叩
)

7
)

言
(
裏
一

0
5
)

あ

ふ

遇

(

裏

二

八

日

)

ツ
カ
ハ
シ
テ

っ
か
は
す
遣
(
裏
二
九
3
)

た

と

ひ

縦

s
使
(
裏
一

om・
裏
一
一
回
)

プ
サ
タ

ま
ふ
さ
く
白
(
裏
二
八
日
)

を

は

る

終

(

六

O
下
3
)

サ
ハ
リ

さ

は

り

郭

(

六

O
下
ロ
)

あ

ひ

相

似

(

裏

九

H
)・

む
か
ふ
向
(
裏
二
七
4
)

た

ふ

堪

(

裏

一

二

日

)

ま
じ
は
る
相
交
(
裏
二
七
3
)

お
ほ
ふ
覆
(
裏
二
七
口
)

モ

チ

ヰ

ル

カ

ヰ

ル

ニ

も
ち
ゐ
る
須
(
裏
二
五

4
)

用
(
裏
二
七
日
)

コ
ト
キ
コ
エ

き
こ
ゆ
不
=
聞
-
(
裏
二
八
ロ
)

た
ゆ
不
断
-
(
裏
二
八

M
)

た
づ
さ
ふ
?
授
(
裏
一

0
6
)

b
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
一
致
し
な
い
例

フ
ヤ日

(
裏
九

9
)

日
(
裏
一
二

9
)

者
(
裏
九
9
)

逢
(
裏
一

7
)

難f

遺，、逢Z
テ，ー，

警 δ
五三
5 

言
(
裏
九

9
)

雄
(
裏
九

M
)

意

(

裏

五
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親鷲聖人の仮名遣いについて

そ
ゑ
に

A
は
、
助
詞
「
を
」
の
仮
名
遣
い
例
で
す
。
親
鷲
聖
人
は
、
西
本
願
寺
本
の
『
無
量
寿
経
註
』

カ
」
「
オ
モ
」
を
、
ア
行
の
「
オ
」
で
書
い
て
い
ま
せ
ん
。

B
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

の
裏
書
き
で
は
、
「
オ
ハ
」
「
オ

次
に
、

語
頭
の
「
お
・
を
」
は
、
す
べ
て
、
「
オ
」
で
書
か
れ
ま
す
。

こ
の
点
は
、
親
鷺
聖
人
の
仮
名
遣
い
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
も
の
が
、
す
で
に
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。

C
に
は
、
右
以
外
に
、
鎌
倉
時
代
の
仮
名
遣
い
に
つ
い
て
、
問
題
と
な
る
語
を
抜
き
出
し
ま
し
た
。

歴
史
的
仮
名
遣
い
に
一
致
す
る
も
の
が
、
「
た
ま
ふ
」
以
下
、
「
た
づ
さ
ふ
」
ま
で
で
す
。
「
た
づ
さ
ふ
L

に
?
を
付
け
ま
し
た
の

は
、
振
り
仮
名
が
「
フ
」
し
か
無
い
も
の
で
す
か
ら
、
こ
の
字
の
訓
と
し
て
、
寸
た
づ
さ
ふ
」
で
良
い
か
ど
う
か
、
判
然
と
し
な
い
、

と
い
う
意
味
で
す
。

歴
史
的
仮
名
遣
い
に
一
致
し
な
い
も
の
が
、
「
ゆ
へ
に
L

と
「
そ
へ
に
」
で
す
。

歴
史
的
仮
名
遣
い
寸
ゑ
」
で
あ
る
と
こ
ろ
を
、
聖
人
は
、
「
ユ
へ
ニ
」
と
書
き
、
「
ソ
へ
ニ
」
も
ハ
行
「
へ
」
で
書
い
て
い
ま
す
。

以
上
、

A
.
助
詞

J
ノ
」
の
仮
名
遣
い
、

B
.
語
頭
「
オ
」
の
仮
名
遣
い
、

c.
右
以
外
に
鎌
倉
時
代
に
お
い
て
仮
名
遣
い
が
問

題
と
な
る
例
、
を
通
じ
て
、
本
資
料
に
お
い
て
親
鷺
聖
人
は
、
同
一
語
に
は
同
一
の
仮
名
遣
い
で
通
し
て
い
ま
す
。

A
.
助
詞
「
ヲ
」
の
仮
名
遣
い
に
、
後
の
親
鷺
聖
人
遺
文
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
「
オ
ハ
」
「
オ
カ
」
寸
オ
ヤ
」
等
の
仮
名

し
か
し
、

遣
い
は
、
見
ら
れ
ま
せ
ん
。



②
「
親
鷺
聖
人
仮
名
遣
い
」
開
始
の
時
期

右
の
調
査
で
、
西
本
願
寺
蔵
『
観
無
量
毒
経
註
』
の
訓
点
加
点
時
、
三
十
代
前
半
に
お
け
る
親
鷲
聖
人
は
、
い
ま
だ
、
「
オ
ハ
」

「
オ
カ
」
「
オ
ヤ
」
等
仮
名
遣
い
を
行
な
っ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
寸
オ
ハ
ル
」
(
終
了
「
オ
シ
フ
」
(
教
)
な
ど
、
歴
史
的
仮
名
遣
い

J
乞
|
」
の
語
を
含
め
、
自
立
語
は
、
オ
で
始
め
る
仮

名
遣
い
は
、
始
ま
っ
て
お
り
、

な
お
、

b
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
一
致
し
な
い
二
例
の
内
、
「
ユ
へ
」
は
、
藤
原
定
家
『
下
官
集
』

「
故
」
の
当
時
一
般
的
な
仮
名
表
記
で
あ
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
定
家
は
、
伊
達
本
『
古
今
集
』
一

O
六
O
番
の
初
句
で
、
「
そ
ゑ
に
と
て

一
貫
し
て
い
ま
す
。

の
仮
名
遣
い
と
一
致
し
ま
す
。

と
す
れ
ば
か
か
り

か
く
す
れ
ば

あ
な

い
ひ
し
ら
ず

あ
ふ
さ
き
る
さ
に
」
の
ご
と
く
、
「
そ
ゑ
に
」
と
書
写
し
て
い
ま
す
。

親
鷲
聖
人
は
、
こ
れ
と
異
な
り
、
「
ソ
へ
ニ
」
と
加
点
し
て
い
ま
す
。
「
ソ
へ
ニ
」
は
、
「
其
故
に
L

の
略
(
『
岩
波
古
語
辞
典

訂
版
』
〈
一
九
七
四
年
、
岩
波
書
庖
乙
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
語
で
す
か
ら
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
と
は
一
致
し
な
い
も
の
の
、
「
ソ
へ

ニ
」
と
書
く
、
親
鷺
聖
人
の
仮
名
遣
い
は
、
合
理
的
で
、
か
っ
、
寸
ユ
へ
」
の
仮
名
遣
い
と
整
合
性
を
持
つ
も
の
で
す
。

補

親鴛聖人の仮名遣いについて

③
坂
東
本
『
教
行
信
証
L

の
訓
点

こ
こ
で
、
坂
東
本
『
教
行
信
証
』
の
訓
点
に
つ
い
て
、
付
け
加
え
ま
す
。

坂
東
本
『
教
行
信
証
』
を
対
象
と
し
た
④
小
林
論
文
に
お
い
て
、
複
合
助
調
「
オ
ハ
・
オ
モ
・
オ
ヤ
・
オ
カ
」
な
ど
の
仮
名
遣
い

の
例
外
と
さ
れ
て
い
る
例
は
、
次
の
四
例
で
す
(
④
論
文
印
頁
)
。

ル
ヲ
ハ

非
(
五
|
二
五
2
)

何
等
ヲ
カ
(
六
本
|
七
四
5
)

オ
モ
フ
ヲ
ヤ
ト

念
邪
(
三
|
一
二
九
4
)

持
(
上
濁
)
戒
{
平
)
(
六
本
|
九
五
4
)

前
期
筆
跡
部
分

後
期
筆
跡
部
分
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親鷺聖人の仮名遣いについて

四
例
中
の
三
例
は
、
重
見
一
行
『
教
行
信
証
の
研
究
』
(
一
九
八
一
年
、
法
蔵
館
)
の
寸
前
期
筆
跡
部
分
」
に
存
し
ま
す
。

後
期
筆
跡
部
分
唯
一
例
「
オ
モ
フ
ヲ
ヤ
ト
」
は
、

J
/
」
と
寸
ヤ
」
と
の
聞
に
空
間
が
有
り
、
行
も
や
や
ず
れ
て
い
ま
す
。
(
複

製
本
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
)
聖
人
が
加
点
に
際
し
て
、
こ
の
「
を
や
」
を
一
語
と
考
え
て
い
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
例
は
、

例
外
に
な
り
ま
せ
ん
。

54 

こ
の
小
林
論
文
指
摘
の
も
の
以
外
に
、
私
が
た
ま
た
ま
見
つ
け
た
も
の
に
、
次
の
二
例
が
有
り
ま
す
。

ス

オ

(

ヲ

に

重

書

)

ハ

ル

オ

(

ヲ

に

重

書

}

ハ

前
期
筆
跡
部
分
出
者
)
(
六
本
|
三
四
4
)

出

者

(

六

本

|

三

四

7
)

こ
れ
を
、
西
本
願
寺
蔵
『
観
無
量
書
経
註
』
の
訓
点
に
「
オ
ハ
L

「
オ
カ
」
「
オ
ヤ
」
等
の
仮
名
遣
い
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
事
実
と

合
わ
せ
る
と
、
坂
東
本
『
教
行
信
証
』
前
期
筆
跡
部
分
へ
の
加
点
で
は
、
こ
の
仮
名
遣
い
が
未
だ
徹
底
し
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が

考
え
ら
れ
て
き
ま
す
。

坂
東
本
『
教
行
信
証
』
の
訓
点
全
体
を
、
丁
寧
に
調
査
し
た
上
で
、
再
度
、
考
察
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
の
課
題
で
す
。

一
.
親
鷲
聖
人
に
お
け
る
字
音
の
仮
名
遣
い

1
.
親
鷲
聖
人
自
筆
本
を
対
象
と
し
た
先
行
研
究

親
鷺
聖
人
自
筆
本
の
字
音
仮
名
遣
い
に
も
、
親
鷺
聖
人
独
自
の
も
の
が
有
り
、
古
く
か
ら
注
目
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

ァ
.
潟
岡
孝
昭
「
鎌
倉
初
期
の
ン
と
ム
親
鷺
聖
人
の
場
合
を
中
心
に
L
(
「
大
谷
学
報
L
M
1
4
、
一
九
五
五
年
三
月
)
。

ィ
.
高
羽
五
郎
「
親
鷺
聖
人
筆
「
西
方
指
南
抄
」
の
援
音
表
記

l
漢
字
音
考
察
の
一
C
|
」

学
編
」
口
、
一
九
六
四
年
五
月
)
。

(
「
金
沢
大
学
法
文
学
部
論
集
文

ゥ
.
小
林
芳
規
「
鎌
倉
時
代
語
史
料
と
し
て
の
草
稿
本
教
行
信
証
古
点
」
(
寸
東
洋
大
学
大
学
院
紀
要
」
2
、

一
九
六
五
年
九
月
)
。



ェ
.
高
松
政
雄
「
「
呉
音
」
の
中
の
異
形

ー
真
宗
伝
承
音
よ
り

l
」
(
「
岐
阜
大
学
国
語
国
文
学
」
第
一
三
号
、

一
九
七
八
年
三
月
)
。

〈
参
考
V

O
梯
俊
夫
『
三
帖
和
讃
の
国
語
学
的
研
究
』
(
一
九
三
七
年
、
龍
谷
大
学
出
版
部
)
。
対
象
・
・
寛
政
十
一
年
『
諸
本
校
合

御
草
稿
三
帖
和

讃』。

O
福
永
静
哉
『
浄
土
真
宗
伝
承
音
の
研
究

ー
室
町
時
代
音
韻
資
料
と
し
て
|
』
(
一
九
六
三
年
、
風
間
書
房
)
、
同
『
浄
土
真
宗
伝
承
唱
読

音
概
説

ー
そ
の
歴
史
と
現
状
|
』
(
一
九
九
七
年
、
永
田
文
昌
堂
)
。
対
象
・
・
室
町
・
江
戸
時
代
の
版
本
。

右
の
先
行
研
究
に
よ
っ
て
、
親
鷺
聖
人
に
お
け
る
字
音
の
仮
名
遣
い
に
つ
い
て
、
次
の
点
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

A
.
浄
土
真
宗
特
有
の
漢
字
音
が
存
す
る
。
(
梯
・
福
永
・
エ
高
松
論
文
)

シ

ヰ

チ

ユ

「
阿
」
「
水
」
「
住
」

l
こ
れ
ら
の
仮
名
は
、
実
際
の
音
声
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
宗
祖
の
口
癖
に
出
ず
る
も
の
の
、
定
着

せ
る
も
の
で
あ
る
。
」
(
エ
高
松
論
文
)
。
(
こ
れ
ら
は
、
福
永
著
書
で
は
、
「
浄
土
真
宗
伝
承
音
」
と
呼
ば
れ
る
。
)

親鴛聖人の仮名遣いについて

B
.
舌
内
入
声
音
の
表
記
は
、
チ
が
中
心
で
あ
る
。
(
前
掲
吉
沢
論
文
、

チ
が
原
別
で
あ
り
、
中
心
母
音

u
の
場
合
に
限
り
、
ツ
の
例
が
存
す
る
。

ウ
小
林
論
文
)

c.
援
音
韻
尾
音

m
-
n
の
書
き
分
け
が
、
厳
密
で
あ
る
。
(
ア
潟
岡
論
文
・
イ
高
羽
論
文
)

親
鷺
聖
人
は
、
坂
東
本
『
教
行
信
証
』
・
専
修
寺
本
『
唯
信
抄
文
意
』
・
自
筆
消
息
に
お
い
て
、

則
と
す
る
。

m
韻
尾
|
ム
、

n
韻
尾
|
ン
を
原

し
か
し
、
こ
の
原
則
に
外
れ
る
例
も
有
る
。
そ
の
例
は
、

m
韻
尾
|
ン
と
す
る
も
の
が
、

n
韻
尾
|
ム
と
す
る
も
の
に
比
し
て
多

55 



親鷲聖人の仮名遣いについて

の
区
別
が
無
く
な
り
、

ぃ
。
こ
の
実
態
は
、
同
期
の
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
費
物
集
』
・
大
福
光
寺
本
『
方
丈
記
』
で
も
同
様
で
あ
り
、

n
に
統
一
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
、
当
時
の
音
韻
状
態
を
反
映
す
る
。

m
韻
尾
と

n
韻
尾
と

56 

(
以
上
、
論
文
ア
を
筆
者
要
約
。
ウ
小
林
論
文
も
、
坂
東
本
『
教
行
信
証
』
を
対
象
と
し
て
、
同
様
の
結
論
を
述
べ
る
。
し
か
し
、
坂
東
本

『
教
行
信
証
』
に
お
い
て
、

m
韻
尾
|
ン
と
す
る
仮
名
に
は
、
親
鷲
聖
人
自
筆
以
外
の
後
筆
が
多
い
。
)

親
鷺
聖
人
自
筆
『
西
方
指
南
抄
』
に
お
い
て
、

本
文
の
字
音
語
仮
名
書
き
例
は
、
「
モ
ン
(
文
)
」
を
除
き
、

m
韻
尾
・

n
韻
尾
に
拘
わ
ら
ず
、
す
べ
て
ム
で
表
記
さ
れ
て
い
る
。

(
「
ナ
ム
ソ
(
何
ぞ
)
」
「
ナ
ム
チ
(
汝
ご
な
ど
の
和
語
も
、
ム
表
記
例
が
多
く
、
振
り
仮
名
と
は
、
表
記
態
度
が
異
な
る
。
)

字
音
語
の
振
り
仮
名
は
、

m
韻
尾
|
ム
、

n
韻
尾
|
ン
を
原
則
と
す
る
。

し
か
し
、
こ
の
原
則
に
合
わ
な
い
字
も
存
す
る
。
左
の
も
の
で
あ
る
。

談

m
韻
尾
|
ン

n
韻
尾
|
ム

看
・
樫
・
詮
・
誕
・
煩

一
貫
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
混
同
例
で
は
な
く
、
親
鷺
聖
人
が
意
図
的
に
表
記
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

(
イ
高
羽
論
文
。
た
だ
し
、
翻
刻
本
に
よ
る
調
査
で
あ
る
。
)

こ
れ
ら
は
、

こ
れ
ら
に
続
け
て
、
〈
参
考
〉
と
し
て
掲
げ
た
も
の
も
、

と
も
に
重
要
な
仕
事
で
す
。
し
か
し
、
研
究
対
象
が
自
筆
本
で
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
今
は
採
り
上
げ
ま
せ
ん
で
し
た
。

2
.
親
鷲
聖
人
遺
文
に
お
け
る
字
音
仮
名
遣
い



右
の
先
行
研
究
で
、
研
究
が
も
っ
と
も
集
中
し
て
お
り
、
多
く
の
成
果
が
挙
が
っ
て
い
る
の
は
、
項
目
C
の
m
韻
尾
・

n
韻
尾
の

書
き
分
げ
に
関
す
る
研
究
で
す
。

日
本
語
の
歴
史
上
、
中
国
語
で
区
別
さ
れ
て
い
た
こ
の
両
音
を
、
何
と
か
区
別
し
よ
う
と
し
て
い
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。

仮
名
表
記
す
る
場
合
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
親
鷺
聖
人
が
生
ま
れ
る
直
前
に
、

で
書
き
、

m
韻
尾
は
寸
ム
」

n
韻
尾
は
寸
ン
」
で
書
く
と
い
う
方
法
に
ほ
ぼ
統
一
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
本
来
の
日
本
語
に
は
こ
の
両
音
の
区
別
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
、
漢
語
を
あ
ま
り
使
わ
な
い
人
た
ち
に
は
、
同
音

の
区
別
は
、
さ
し
て
気
に
か
げ
る
必
要
の
な
い
こ
と
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
人
が
、
た
ま
に
漢
語
を
使
え
ば
、
両
音
は
、
混
同
し
て

用
い
ら
れ
ま
し
た
。

鎌
倉
時
代
の
初
期
、
親
鷺
聖
人
が
盛
ん
に
布
教
な
さ
っ
た
頃
、

す
か
ら
、
寸
仮
名
遣
い
」
と
し
て
残
っ
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一
般
的
に
は
、
こ
の
二
音
は
区
別
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

で

こ
の
仮
名
遣
い
を
、
中
国
語
原
音
に
忠
実
に
実
行
で
き
た
人
は
、
中
国
語
の
勉
強
を
し
っ
か
り
と
し
た
人
で
す
。

親
鷺
聖
人
は
、
そ
の
一
人
で
し
た
。

親驚聖人の仮名遣いについて

m
韻
尾
・

n
韻
尾
の
書
き
分
け
に
関
す
る
先
行
研
究
に
よ
っ
て
、
親
鷺
聖
人
は
、

n
韻
尾
|
ン
を
原
則
と
す
る
こ

m
韻
尾
l
ム、

と
が
知
ら
れ
ま
し
た
。

ア
潟
両
論
文
は
、
こ
の
原
則
か
ら
外
れ
る
例
は
、

多
い
と
し
、
イ
高
羽
論
文
で
は
、

n
韻
尾
|
ム
と
す
る
例
の
方
が
多
い
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

両
論
文
の
対
象
資
料
は
異
な
り
、
調
査
に
は
、
自
筆
本
の
翻
刻
に
依
っ
た
も
の
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

m
-
n
の
仮
名
表
記
を
調
べ
直
し
ま
し
た
。

し
か
し
、

m
韻
尾
|
ン
と
す
る
も
の
が
、

n
韻
尾
|
ム
と
す
る
も
の
に
比
し
て

そ
こ
で
、
聖
人
自
筆
の
影
印
本
で
、
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親鴛聖人の仮名遣いについて

以
下
は
、
接
音
韻
尾
音

m
・
n
の
仮
名
表
記
例
数
(
延
べ
例
数
)
で
す
。
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①
専
修
寺
蔵
自
筆
本
『
西
方
指
南
抄
』
に
お
け
る
援
音
韻
尾
音

m
-
n
の
仮
名
表
記

n 釘1

韻 韻
尾 尾

一 ン一 表
七 記例一 五

ム
九 表

-/i、-四 例記
七 一

た た
だだ
し し

善セ念ネ

六五
八九
七一
5 5 

のの
例例
有有
りり

m
韻
尾
|
ン

範
(
三
九
七
5
)

覧
(
四
一
一
一

2
)

タ
ン談

(
一
一
二
六
2
・
四
一
六
1
・
七
六
三
5
)

コ

ム

ホ

ム

勤
(
三

0
0
3

煩
(
九
四
2

・三

O
二
4
・
三
九
二

5
・
五
七
一

2

・
五
七
四
1
・
七
一
九

ケ

ム

シ

ム

セ

ム

樫
(
九

0
6
・
九
一

2
・
九
一

4
)

震
(
一
五
一

1
・
四
九
一

2
)

詮
(
六

オ
ム隠

(
二
二
1
・
一
二
六
4
・
一
七
四

n
韻
尾
l
ム

慰i四

八一
占八
会 6

3 

4

・
七
二
七
6

・
八
四
九
2
)

一一
3

・
一
一
一
一

3

・
一
二
一

5

・ニ

O
六
5

・
二
三
八
1
・
四
六
三
6
・
五
一
二

2
)

隠
(
一
八
六
5
)

詮
(
五
八
二

1
・
五
八
五
4

・
六
二
四
2
・
六
六
0
5
)

誕
(
三
九
五
5
・
四

O
九
3
・
四

O
九
6
・

看
(
一
一
二
八
3
・
コ
二
九
1
・
三
二
0
3
)

困
(
一
六
四
1
)

振
(
三
九
3
)

晋
(
一
九
O
6
)

秦
(
二
三
二

チ
ム

丹
(
三
八
二

1
・
三
八
二

4
)

遁
(
三
八
二

2
)

翻
(
八
二

6
・
二
九
七
6
)

沈
(
四
七
五
1
・

辛
(
八
七
八
2
)

全
(
七
三
八
4
)

顛
(
八
七
八
2
)

6 四
四
O 

長t2 

四
混2六

ハま
/、~

/、
3 

6 四
七
五
6
)

セ
ム
(
詮
)
ス
(
五
三
九
4

・六一一一一

2
)

ア
ム
(
案
)
シ
(
三
八
三
6

・
四
五
六
1
・
七

O
五
4
)

エ
ム
(
縁
)
(
三
七
九
2
)

シ
ム
タ
ン
コ
ク
(
震
旦
園
)
(
六
五
2
)

ヰ
コ
ム
(
遺
恨
)
(
三
八
五
5
)

ヒ
カ
ヰ
ム
(
僻
韻
)
(
五
九
四
1
・
六
四
七
4

・
七
七
六

2

・
七
七
九
3
)

京
へ
ム
(
遺
)
(
五
九
七
4
)



右
の
と
お
り
、
影
印
本
で
も
、
高
羽
論
文
の
通
り
、
『
西
方
指
南
抄
』
の
例
外
は
、

す
る
例
に
比
し
て
多
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

n
韻
尾
|
ム
と
す
る
例
が
、

m
韻
尾
|
ン
と

⑨
西
本
願
寺
蔵
「
唯
信
抄
』
に
お
け
る
援
音
韻
尾
音

m

・n
の
仮
名
表
記

次
に
、
西
本
願
寺
本
『
唯
信
紗
』
を
見
て
み
ま
し
た
。

結
果
は
、
左
の
と
お
り
で
す
。
『
西
方
指
南
抄
』
と
、
異
例
の
漢
字
ま
で
一
致
し
ま
す
。
(
輪
は
、
な
ぜ
か
異
な
り
ま
す
。

み
で
あ
り
、
相
違
の
理
由
は
不
明
で
す
。
)

n ロ1

韻 韻
尾 尾

ン l

一 表一七 記例一 O 一

ム
一 表
O 例記

五 九

親鷺聖人の仮名遣いについて

m
韻
尾
|
ン

n
韻
尾
|
ム

思
(
一
二
五

4
)

ケ
ム僅

(
二
五

5
)

リ
ム輪

(
九

1
)
〈
『
西
方
指
南
抄
』
で
は
、
リ

勤~t;
白L.，
O 
4 

煩
(
五
二

4
)

ン。〉

以
下
、
同
様
に
、
調
査
結
果
を
掲
げ
ま
す
。

③
専
修
寺
歳
「
唯
信
紗
文
意
」
正
月
十
一
日
本
に
お
け
る
援
音
韻
尾
音

m

・
n
の
仮
名
表
記

一
例
の
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親鷲聖人の仮名遣いについて

n ロ1

韻尾
韻
尾

ン

例表記
一

ム
一 表
一

例記五 七

60 

金
(
五
二

1
)
〈
他
例
は
、

シ

ム

ホ

ム

震
(
五
六

2
)

煩
(
五
O
2
・
五

0
4
・
五
O
5
・
九
一

1
)

m
韻
尾
|
ン

n
韻
尾
l
ム

こ
の
専
修
寺
蔵
『
唯
信
紗
文
意
』
正
月
十
一
日
本
で
も
、
同
傾
向
で
す
。

コ
ム
。
〉

一
例
の
み
金
と
書
か
れ
る
理
由
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

④
専
修
寺
蔵
「
唯
信
紗
文
意
」
正
月
二
十
七
日
本
に
お
け
る
癒
音
韻
尾
音

m
・
n
の
仮
名
表
記

n m 
韻 韻
尾 尾

ン

一 表
四 例記

四

ム
一 表
五 記例

七 一

ホ

ン

ホ

ン

m
韻
尾
|
ン
品
(
四
四
4
・
四
四
3
・
四
六
2
)

党
(
四
三

5
)

ホ

ム

シ

ム

n
韻
尾
|
ム
煩
(
五
三

1
・
五
三

3
・
五
三

3
・
九
五
1
)

信
(
八
一

2
・
八
四
4
・
八
九
2
)

専
修
寺
蔵
『
唯
信
紗
文
意
』
正
月
二
十
七
日
本
は
、
全
体
と
し
て
は
、
同
傾
向
な
が
ら
、
①
『
西
方
指
南
抄
』

1
③
『
唯
信
紗
文

意
』
正
月
十
一
日
本
と
は
、
若
干
の
異
な
り
を
見
せ
ま
す
。

『
唯
信
紗
文
意
』
に
お
け
る

J
F
の
振
り
仮
名
が
、
正
月
十
一
日
本
で
は
す
べ
て
「
ホ
ム
」
、
正
月
二
十
七
日
本
で
は
す
べ
て



「
ホ
ン
L

で
あ
る
こ
と
は
、
常
盤
井
猷
麿
「
親
鷺
聖
人
仮
名
遣
概
略
」
(
「
高
田
学
報
」
印
輯
、
一
九
六
二
年
十
月
)
に
指
摘
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
他
、
信
も
、
①
『
西
方
指
南
抄
』

1
③
『
唯
信
妙
文
意
』
正
月
十
一
日
本
で
は
、
一
貫
し
て
信
と
さ
れ
て
い
ま

す。
こ
の
相
違
の
原
因
に
つ
い
て
は
、
他
の
事
象
と
併
せ
て
、
追
究
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
ま
す
。

3
.
恵
信
尼
と
の
比
較

こ
の

m
韻
尾
・

n
韻
尾
の
書
き
分
け
の
実
態
を
、
恵
信
尼
と
比
較
し
て
み
ま
し
た
。
(
佐
々
木
勇
「
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
漢
字
音
の

個
人
差

親鷲聖人の仮名遣いについて

-
親
鷺
聖
人
と
恵
信
尼
と
の
比
較
|
L
(
『
古
典
語
研
究
の
焦
点
』
〈
一
一

O
一
O
年
、
武
蔵
野
書
院
〉
所
収
、
参
照
。
)

恵
信
尼
で
は
、
次
の
も
の
を
対
象
資
料
と
し
ま
す
。

0
1恵
信
尼
文
書
」
所
収
書
簡
十
通
(
建
長
八
年
ご
二
五
六

)
1文
永
四
年
(
一
二
六
七
)
。
七
四
歳

1
八
六
歳
。
)

O
仮
名
書
き
『
無
量
寿
経
』

右
に
対
応
す
る
も
の
と
し
て
、
親
鷺
聖
人
遺
文
の
中
か
ら
、
左
の
も
の
を
選
び
ま
す
。

O
『
親
鷺
聖
人
真
蹟
集
成
第
四
巻
』
所
収
書
簡
十
二
通
ご
二
四
二
年

1
一
二
六
二
年
。
六
九
歳

1
八
九
歳
。
)

O
『
阿
弥
陀
経
』
『
観
無
量
寿
経
』
『
教
行
信
証
』

両
者
の
比
較
結
果
は
、
以
下
の
通
り
で
す
。

恵
信
尼
書
簡

m

|
御

り

む

す

(

御

臨

終

)

〈

一

一

一

制

〉

以

上

、

「

む

L

表
記

り
ん
す
し
候
な
ん
の
ち
(
臨
終
す
)
〈
十
万
〉
御
り
ん
す
(
御
臨
終
)
〈
三
位
〉
く
わ
ん
お
ん
(
観
音
)
〈
三
羽
田
〉

さ
ん
十
四
(
三
十
四
)
〈
一

8
〉
さ
ん
十
六
(
三
十
六
)
〈
一

4
〉
し
う
し
ん
(
執
心
)
〈
五
組
〉

61 

一
例
。

さ
ん
に

ん
(
三
人
)
〈
一

6
〉

し



親驚聖人の仮名遣いについて

ん
(
心
)
〈
五
叫
〉

候
へ
(
御
覧
)
〈
三
郎
〉

n
ー
あ
ん
と
う
し
(
安
藤
次
)
〈
一

8
一一ロ〉

く
わ
ん
き
三
ね
ん
(
寛
喜
三
年
)
〈
六
2
〉
か
ん
ひ
ゃ
う
人
(
看
病
人
)
〈
五

7
〉

ん
(
世
間
)
〈
三
日
乃
剖
〉
砂
ん
ち
ゃ
う
八
ね
刈
(
建
長
八
年
)
〈
一
日
二
口
〉

な
ん
ち
う
て
ん
き
や
う
な
む
(
難
中
転
更
難
)
〈
五
却
〉
う
む
ひ
や
う
(
温
病
)
〈
九
M
四
十
日
〉

信
し
ん
(
信
心
)
〈
五
泣
〉

五
ち
か
し
ゃ
う
(
其
池
岸
上
)
〈
幻
〉

親
鷺
聖
人
書
簡

m
ー
か
く
ね
む
は
う
(
覚
念
房
)
〈
七
2
n
v

43 
¥ノ

こ
ら
ん
(
御
覧
)
〈
十
二
日
〉

n

|
御
あ
ん
(
安
)
〈
十
幻
〉

ね
ん
ふ
つ
(
念
仏
)
〈
十
組
〉

こ
ら
ん
し
(
御
覧
ず
)
〈
十
制
問
〉

以
上
、
「
ん
」
表
記

え
ん
(
縁
)
〈
三
叩
〉
悌
お
ん
(
悌
恩
)
〈
五
お
〉

く
わ
ん
お
ん
(
観
音
)
〈
三
羽
田
〉

等
、
「
ん
」
表
記

等
、
「
ん
」
表
記
三
二
例
。

以
上
、
零
表
記
一
例
。

等
、
「
ん
」
表
記
九
三
例
。

し
う
光
神
せ
つ
(
縦
康
深
浅
)
〈
却
〉

以
上
、
寸
つ
」
表
記

以
上
、
零
表
記

あ
ん
し
て
(
案
ず
)
〈
五

M
〉

ゑ
ふ
く
お
ん
し
き
(
衣
服
飲
食
)
〈

η
〉

み
や
う
わ
ん
あ
ん
ら
く
(
名
目
安
柴
)
〈

ω〉

け
〉
さ
う
し
ゆ
っ
(
華
華
相
順
)
〈
叩
〉

し
よ
/
¥
く
う
て
(
所
処
宮
殿
)
〈

η
〉

コ
ム
カ
ウ

金
剛
信
心
〈
八
8
〉

往
生
の
心
〈
九
叩
〉

恵
信
尼
『
無
量
寿
経
』

m

む
り
や
う
光
い
ん
(
無
量
光
焔
)
〈
口
〉

神
[
に
こ
り
]
し
[
神
]
ほ
う
人
(
甚
深
法
忍
)
〈
鈍
〉

n

|
あ
ん
上
て
よ
せ
い
(
安
詳
徐
逝
)
〈
訂
〉

し
〉
さ
う
し
ゆ
っ
(
枝
枝
相
準
)
〈
9
〉

か
く
し
ん
は
う
(
覚
信
房
)
〈
七
8
〉

し
ん
ら
ん
(
親
鷺
聖
人
)
〈
一
一

9
〉

以
上
、
「
む
」
表
記

こ
ら
ん

62 

一
四
例
。せ

け

七
四
例
。

四
例
。例例

ネ

ム

ホ

今

御
念
す
〈
八
幻
担
〉
凡
夫
〈
八

以
上
、
寸
む
・
ム
」
表
記
七
例
。

以
上
、
「
ん
L

表
記
一
例
。

せ
ん
し
(
先
師
)
〈
十



二
M
m
v

い
ま
こ
せ
ん
(
今
御
前
)
〈
十
一
日
十
二

1
〉

ハ

ウ

シ

ョ

ウ

シ

ン

シ

ョ

ウ

シ

ン

ハ

ウ

房
〈
十
部
〉
承
信
の
御
房
〈
十
却
〉
承
信
房
〈
十
M
四〉

親
鷺
聖
人
『
教
行
信
証
』

キ

ム

ケ

ム

ケ

ム

イ

ム

カ

ム

m
l禁
〈
三
例
〉
・
兼
〈
一
例
〉
・
嫌
〈
一
例
〉
・
音
〈
二
例
〉
・
勘
〈
三
例
〉

ケ

ン

ケ

ン

イ

ン

カ

ン

禁
〈
一
例
〉
・
兼
〈
一
例
〉
・
嫌
〈
一
例
〉
・
陰
〈
一
例
〉
・
聾
〈
二
例
〉

金
A
T

，何回稔
〈
六
六

0
4〉

安
楽
浄
土

〈
八
羽
〉

浄j
l信:

ゑ
ん|
{弗

大守
師.， ? 

聖t園
|人2型
〈 房
八)

49 会
¥/ 

¥/ 

寸
ん
・
ン
」
表
記

以
上
、

一
三
例
。

等
、
「
ム
」
表
記

四
三
例
。

五
八
例
。

等
、
「
ン
」
表
記

そ

の

他

(

何

ら

か

の

誤

認

例

か

)

n
ー
辰
[
ム
は
、
ン
に
重
書
]
〈
一
例
〉
・
誕
[
ム
は
、
ン
に
重
室
旦
〈
一
例
〉
・
慰
〈
一
例
〉

ク

ヱ

ン

タ

ン

ケ

ン

辰
[
左
]
〈
一
例
〉
・
誕
〈
二
例
〉
・
態
〈
一
例
〉
・
患
〈
三
例
〉
・
訓
〈
三
例
〉
・
牽
〈
三
例
〉

等
、
「
ム
」
表
記

九
例
。

二
五
八
例
。

恵
信
尼
書
簡
は
、
「
御
り
む
す
(
御
臨
終
)
」
を
除
き
、

m
n
韻
尾
を
大
部
分
「
ん
」
で
書
い
て
い
ま
す
。
同
一
語
中
の
当
該
音
を

「
む
」
と
も
寸
ん
」
と
も
記
し
て
い
ま
す
の
で
、
両
音
を
区
別
し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

親
鷺
聖
人
も
、
同
一
字
に
「
ム
」
と
も
寸
ン
」
と
も
加
点
し
ま
す
。
(
書
簡
、
加
点
時
等
の
要
素
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
)

し
か
し
、
親
鷺
聖
人
遺
文
に
は
、
前
代
の
規
範
に
従
っ
て
表
記
し
分
け
よ
う
と
す
る
様
子
を
、
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

等
、
「
ン
」
表
記

親鷲聖人の仮名遣いについて

4
.
明
恵
と
の
比
較

同
様
に
、

m
韻
尾
・

n
韻
尾
の
書
き
分
け
を
、
明
恵
と
比
較
し
て
み
ま
し
た
。

書
写
時
・
資
料
の
性
格
が
で
き
る
限
り
近
い
文
献
と
し
て
、
明
恵
『
光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
』
と
親
鷺
聖
人
『
尊
号
真
像
銘
文

(
略
本
)
』
と
を
選
び
、
比
較
し
ま
す
。

調
査
結
果
は
、
明
恵
『
光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
』
は
、
唇
内
接
音
韻
尾
を
ム
・
舌
内
接
音
韻
尾
を
ン
と
表
記
し
、
異
例
が
極
め
て

63 
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ホ
ン
フ

l
L

少
な
い
も
の
で
し
た
。
異
例
は
、
唇
内
接
音
韻
尾
を
ン
と
し
た
「
凡
夫
」
(
巻
上
知
行
目
)
の
一
例
の
み
で
す
。
な
お
、
ン
を
訂
し
て

ム
と
し
た
例
が
、
唇
内
接
音
韻
尾
字
に
、
三
例
存
し
ま
す
(
榎
木
久
薫
「
光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
の
字
音
に
つ
い
て
L

(

「
鎌
倉
時
代
語
研

64 

究
」
第
十
二
輯
、

一
九
八
九
年
七
月
)
で
既
述
)
。

対
す
る
親
鷲
聖
人
『
尊
号
真
像
銘
文
(
略
本
)
』
は
、
左
の
通
り
で
す
。

n ロ1

韻 韻
尾 尾

ン
四 表
五 例記一 O 一

ム
一

表記例一
七

n
韻
尾
を
ム
と
す
る
十
三
例
は
、
「
煩
・
震
・
振
・
勤
・
誕
」
五
字
へ
の
、
左
掲
の
例
が
、
そ
の
全
例
で
す
。

ホ

ム

ナ

ウ

ホ

ム

ナ

ウ

キ

ホ

ム

コ

フ

煩
(
去
濁
)
悩
(
平
)
(
四
4
・
一
一
九
4
・
六
九
5
・一

O
五

2)
煩
悩
(
七
0

1
・
七

O
2
・一

O
五
1
)

宣

Z
煩
{
上
濁
)
業
{
入
濁
)
(
九
六

シ

ム

タ

ン

シ

ム

ヒ

コ

ム

サ

イ

タ

ム

3
)

震
(
平
)
皇
(
平
濁
)
(
二
五

4
・
三
七

5
)

振
主
骨
(
九
四
5
)

勤
(
平
濁
}
(
九
三

4
)

再
(
平
軽
)
誕
{
平
}
(
九
二

5
)

こ
の
五
字
を
|
ン
と
し
た
例
は
、
『
尊
号
真
像
銘
文
(
略
本
)
』
中
に
有
り
ま
せ
ん
。
比
較
的
大
部
の
親
鷺
聖
人
自
筆
加
点
『
西
方

指
南
抄
』
で
も
、
こ
の
五
字
へ
の
加
点
例
は
、
全
例
|
ム
で
徹
底
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

よ
っ
て
、
親
鷺
聖
人
は
、
こ
の
五
字
を
唇
内
接
音
韻
尾
字
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
、
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
明
恵
・
親
鷺
聖
人
の
両
資
料
に
お
い
て
は
、
唇
内
接
音
韻
尾
を
ム
・
舌
内
接
音
韻
尾
を
ン
で
仮
名
表
記
す
る
こ
と

を
原
則
と
し
、
異
例
は
例
外
的
で
す
。

こ
れ
は
、
鎌
倉
初
中
期
の
他
資
料
と
比
較
し
て
、
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
す
。

明
恵
・
親
鷺
聖
人
は
、
両
韻
尾
漢
字
音
の
正
確
な
知
識
に
裏
づ
け
ら
れ
た
規
範
に
従
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
一
般
民
衆
向
け
の
書
に



お
い
て
も
、
厳
密
に
書
き
分
け
た
、

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

園
、
む
す
び

モ
ン
シ

親
鷺
聖
人
の
遺
文
は
、
ご
存
じ
の
通
り
、
知
識
あ
る
人
に
笑
わ
れ
よ
う
と
も
、
「
文
字
ノ
・
コ
、
ロ
L

も
知
ら
な
い
「
ヰ
ナ
カ

ノ
・
ヒ
ト
、
、
」
の
た
め
に
、
丁
寧
に
振
り
仮
名
を
振
る
な
ど
の
工
夫
を
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
精
神
に
よ
っ
て
、
現
在
、

浄
土
真
宗
の
教
え
が
世
界
中
に
広
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
、
聖
人
自
筆
遺
文
は
、
日
本
語
の
歴
史
資
料
と
し
て
見
ま
し
で
も
、
大
変
に
有
効
で
す
。

そ
の
点
に
着
目
し
、
親
鷺
聖
人
遺
文
を
中
心
と
し
た
浄
土
真
宗
資
料
を
活
用
し
て
、
私
は
、
日
本
語
の
歴
史
的
研
究
を
進
め
て
お

り
ま
す
。

最
後
に
、
本
日
お
話
し
い
た
し
ま
し
た
こ
と
以
外
に
、
二
、
三
、
聖
人
が
こ
と
ば
と
そ
の
表
記
に
意
を
は
ら
っ
た
例
を
挙
げ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
ず
、
漢
字
の
本
文
で
、
聖
人
は
、
「
嘆
」
と
「
歎
」
と
を
書
き
分
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
寸
ほ
め
る
・
讃
嘆
す
る
」
の
意
で

親鴛聖人の仮名遣いについて

は
「
嘆
」
を
用
い
、
「
悲
し
む
・
悲
歎
す
る
」
の
意
で
は
「
歎
」
を
用
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
『
西
方
指
南
抄
』

「
讃
嘆
」
、
「
悲
歎
」
「
愁
歎
」
と
書
き
分
け
て
い
ま
す
。

で
は
、
例
外
な
く
、

二
つ
目
で
す
。
聖
人
は
、
広
く
知
ら
れ
る
と
お
り
、
¥
経
文
の
「
日
L

な
ど
を
、
「
イ
ハ
ク
」
と
「
ノ
タ
マ
ハ
ク
」
で
訳
し
分
け
て

い
ま
す
。
こ
れ
が
、
同
時
に
使
用
さ
れ
る
助
調
と
呼
応
し
て
い
ま
す
。
「
悌
ノ
ノ
タ
マ
ハ
ク
」
と
か
、
「
無
量
寿
経
ノ
ノ
タ
マ
ハ
ク
」

の
よ
う
に
、
仏
や
経
典
に
は
、
「
ノ
ノ
タ
マ
ハ
ク
」
を
用
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て
、
俗
人
が
言
っ
た
場
合
は
、
「
(
誰
々
)
ガ
イ
ハ
ク
」
と
書
か
れ
て
お
り
ま
す
。
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そ
の
な
か
で
、
人
で
あ
っ
て
も
「
ノ
ノ
タ
マ
ハ
ク
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
人
が
い
ま
す
。
善
導
師
で
す
。
「
善
導
和
尚
ノ
ノ
タ
マ

ハ
ク
」
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
親
鷺
聖
人
が
善
導
和
尚
を
い
か
に
高
く
評
価
し
て
い
た
か
が
、
こ
の
点
か
ら
も
知
ら
れ
ま
す
。

ト
ゥ

三
つ
目
に
、
何
々
等
と
い
う
意
味
の
「
等
」
と
「
ら
」
で
す
。
こ
れ
も
、
対
象
に
よ
っ
て
使
い
分
け
ら
れ
ま
す
。

ト

ウ

ク

ワ

ム

オ

ム

ト

ウ

ト

ウ

ホ

サ

チ

ラ

カ

ン

ヒ

ヤ

ク

シ

ト

ウ

「
等
」
は
、
「
弥
陀
・
観
音
等
」
「
菩
薩
人
1

天
l

等
」
「
菩
薩
・
羅
漢
・
酔
支
備
等
」
、
と
い
う
よ
う
に
用
い
ら
れ
、
高
く
評
価
す

タ

ン

ソ

タ

ラ

シ

ヤ

サ

フ

ヒ

ト

ラ

る
対
象
の
列
挙
に
使
用
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
敬
意
が
低
い
場
合
は
、
ー
ら
」
を
用
い
ま
す
。
「
群
賊
等
」
「
邪
雑
ノ
人
等
L

イ

ケ

ン

イ

カ

タ

ヘ

チ

ケ

ヘ

チ

キ

ヤ

ウ

ヒ

ト

ラ

「
異
見
・
異
翠
・
別
解
・
別
行
ノ
人
等
」
な
ど
と
、
使
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
聖
人
が
自
筆
本
に
加
点
さ
れ
た
句
切
り
点
も
、
有
効
な
言
語
資
料
で
す
。

日
本
語
に
お
い
て
、
現
代
語
で
も
、
古
代
語
で
も
、
単
語
と
は
何
な
の
か
は
、
大
問
題
で
す
。

英
語
な
ど
の
場
合
は
、
古
い
も
の
で
も
、
分
か
ち
書
き
が
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
比
較
的
簡
単
で
す
。
が
、
日
本
語
は
、
古
く
か

一
般
的
に
は
、
分
か
ち
書
き
を
し
ま
せ
ん
。

ら
し
か
し
、
や
れ
ば
で
き
た
こ
と
は
、
親
鷺
聖
人
が
証
明
し
て
い
ま
す
。

親
鷺
聖
人
は
、
現
代
の
学
校
で
教
え
て
い
る
文
節
に
ほ
ぽ
一
致
す
る
区
切
ご
と
に
、
空
間
を
空
け
な
が
ら
書
写
し
、
ま
た
、
句
切

り
点
を
打
っ
て
い
ま
す
。

本
日
の
は
じ
め
の
話
、
語
頭
は
「
オ
」
を
用
い
る
と
い
う
仮
名
遣
い
も
、
そ
の
一
語
意
識
の
反
映
で
す
。

こ
れ
ら
を
丁
寧
に
集
め
て
、
分
析
す
る
な
ら
ば
、
鎌
倉
時
代
の
日
本
語
に
お
け
る
単
語
、
文
法
研
究
に
と
っ
て
、
大
い
に
有
効
で

あ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。

親
鷺
聖
人
遺
文
全
体
を
日
本
語
の
研
究
資
料
と
す
る
こ
と
が
、
日
本
語
史
研
究
を
発
展
さ
せ
る
も
の
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

信
仰
の
対
象
を
研
究
資
料
と
す
る
こ
と
を
、
快
く
思
わ
れ
な
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
御
寛
恕
を
、
願
い
ま
す
。

で
は
、
だ
い
た
い
時
間
の
よ
う
で
す
。
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三
回
に
わ
た
っ
て
、
熱
心
に
お
聞
き
く
だ
さ
い
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

(
講
義
終
了
)

質

疑

応

答

佐
々
木
先
生
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
回
で
三
回
目
と
な
り
ま
す
講
義
を
終
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
引
き
続

き
、
質
疑
応
答
の
時
間
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
な
た
か
質
問
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
挙
手
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

O
司
会

さ
き
ほ
ど
の
講
義
の
な
か
で
、
舌
内
入
声
音

(t)
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
時
の
例
で
「
時
節
」

と
「
減
シ
」
の
舌
内
入
声
音
の
表
記
に
何
か
変
わ
っ
た
記
号
を
使
わ
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、
そ
こ
の
と
こ
ろ
を
も
う
一
度
詳
し
く
説

O
会
場
一

明
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
し
た
。

親驚聖人の仮名遣いについて

説
明
の
た
め
に
書
い
た
五
十
音
図
の
な
か
に
は
、
寸
ん
」
を
書
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

平
仮
名
「
ん
」
が
、
何
か
ら
で
き
た
文
字
か
は
、
ま
だ
分
か
り
ま
せ
ん
。
「
ん
」
は
、
「
元
」
か
ら
で
き
た
と
書
い
て
い
る
辞
書
が

多
い
け
れ
ど
も
、
は
っ
き
り
そ
う
と
も
言
え
ま
せ
ん
。
「
毛
」
か
ら
来
た
と
い
う
説
も
、
完
全
に
は
否
定
で
き
な
い
し
、
他
の
何
ら

か
の
漢
字
を
崩
し
た
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
あ
る
い
は
、
漢
字
と
は
関
係
な
く
作
り
出
さ
れ
た
仮
名
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

片
仮
名
寸
ン
」
は
、
寸
レ
」
に
似
て
二
点
を
続
け
て
書
い
た
接
ね
る
符
号
を
、
片
仮
名
ら
し
く
二
画
に
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
、

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
定
説
で
な
い
に
し
て
も
、
通
説
に
は
な
っ
て
い
ま
す
。

親
鷺
聖
人
自
筆
本
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
『
唯
信
紗
』
西
本
願
寺
本
で
す
と
、
二
行
自
の
「
タ
ン
」
が
見
や
す
い
と
思
い
ま
す
が
、
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親驚聖人の仮名遣いについて

こ
う
い
う
ふ
う
に
二
画
、
点
、
点
で
書
い
て
い
ま
す
。
で
す
が
、
先
ほ
ど
書
き
ま
し
た
個
所
で
は
、
二
画
に
は
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。

聖
人
は
、
こ
の
二
つ
を
、
区
別
し
て
使
っ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

68 

舌
内
入
声
や
促
音
を
表
記
す
る
場
合
に
は
、
ー
レ
」
に
似
た
符
号
を
使
い
ま
す
。
こ
の
符
号
は
、
通
常
と
は
違
う
音
を
表
す
た
め

の
符
号
と
し
て
、
使
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

O
司
会

よ
ろ
し
い
で
す
か
。
他
に
お
あ
り
の
方
は
ど
う
ぞ
。

O
会
場
ニ

そ
の
場
合
、
翻
刻
す
る
時
は
、
「
ち
」
に
な
る
の
で
す
か
?
「
ち
」
に
な
る
の
か
、
「
つ
」
に
な
る
の
か
、

ど
ち
ら
で
し

よ
〉
っ
か
。

翻
刻
す
る
場
合
は
、
「
ン
L

に
す
る
の
が
、

に
符
号
を
作
っ
て
い
ま
す
。

他
に
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

一
番
わ
か
り
や
す
い
と
思
い
ま
す
。
国
語
国
文
関
係
の
論
文
で
は
、
特
別

O
佐
々
木

O
司
会

「
ン
」
と
「
ム
L

が
す
ご
く
似
て
い
ま
す
。
違
い
は
、
「
ム
」
の
最
後
の
点
が
あ
る
か
、
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
点

が
な
い
か
ら
「
ン
」
、
点
が
あ
る
か
ら
「
ム
」
。
そ
う
い
う
区
別
で
よ
ろ
し
い
ん
で
す
か
?

O
会
場
三

O
佐
々
木

ふ
J

晶、
J

、

t

L

 
そ
れ
で
い
い
と
思
い
ま
す
。

あ
と
は
、

m
を
「
ン
」
と
書
く
も
の
は
ほ
と
ん
ど
無
い
、

n
を
寸
ム
」
と
書
く
も
の
は
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
、

と
い
う
先
ほ
ど

の
結
果
も
使
っ
て
い
た
だ
け
る
と
、
よ
ろ
し
い
と
思
い
ま
す
。

O
会
場
三

は
い
、
分
か
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

O
司
会

他
に
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

O
会
場
四

そ
の
中
国
語
音
を
調
べ
る
場
合
で
す
け
れ
ど
も
、
現
在
の
中
国
語
音
と
は
違
っ
て
、
こ
の
時
代
の
中
国
語
音
と
い
う
の

は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。



中
国
語
の
「
中
古
音
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
を
調
べ
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
「
中
古
音
L

が
記
さ
れ
て
い
る
辞
書
が
、

何
冊
も
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
、
簡
単
に
入
手
で
き
て
、
引
き
や
す
い
の
は
、
学
研
の
漢
和
大
字
典
で
す
。
こ
れ
に
は
、

1

中
国

中
古
音
」
の

m
・
n
韻
尾
を
区
別
し
た
推
定
音
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

O
佐
々
木

O
司
会

他
に
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

O
会
場
五

二
点
ほ
ど
お
聞
き
し
た
い
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。

一
点
は
、
『
唯
信
紗
』

の
こ
と
で
す
が
、
聖
覚
の
『
唯
信
鈴
』
に
は
平
仮
名
本
と
片
仮
名
本
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
両
者
の
仮
名
遣

そ
の
違
い
と
い
う
も
の
は
ど
う
い
う
と
こ
ろ
か
ら
き
て
い
る
の
で
し

い
は
、
必
ず
し
も
同
じ
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

ょ
う
か
。
先
ほ
ど
の
ご
講
義
で
消
息
類
と
も
違
い
が
あ
る
と
言
わ
れ
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
部
分
に
か
か
わ
る
も
の
な
の
か
、
ど

う
な
の
か
と
い
う
の
が
一
点
で
す
。

も
う
一
点
は
、
最
後
の
方
に
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
、
定
家
の
分
か
ち
書
き
の
こ
と
で
す
け
れ
ど
も
、
親
鷺
聖
人
は
、

六
十
三
歳
の
時
の
平
仮
名
の
『
唯
信
紗
』
の
ほ
う
に
は
分
か
ち
書
き
を
し
て
い
な
い
の
で
す
が
、
後
の
八
十
歳
代
の
片
仮
名
の
ほ
う

に
な
り
ま
し
た
ら
、
分
か
ち
書
き
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
の
分
か
ち
書
き
に
つ
い
て
、
親
鷺
聖
人
は
定
家
の
影
響
を
受
け
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
読
ん
だ
記
憶
が
あ
り
ま
す
け

親鷺聖人の仮名遣いについて

れ
ど
も
、
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
二
点
に
つ
い
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

O
佐
々
木

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
両
方
と
も
分
か
り
ま
せ
ん
。

一
点
目
の
和
語
の
仮
名
遣
い
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
良
く
調
べ
て
い
ま
せ
ん
。
違
い
が
あ
る
と
す
る
と
、
そ
の
差
は
、
書
写
時
期
に

よ
る
差
な
の
か
、
平
仮
名
と
片
仮
名
と
の
差
な
の
か
、
書
簡
や
『
観
無
量
寿
経
註
』
の
よ
う
な
経
文
も
併
せ
て
、
調
べ
て
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
の
課
題
に
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

二
点
目
は
、
定
家
の
分
か
ち
書
き
に
つ
い
て
、
ま
ず
調
査
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
も
今
後
の
課
題
で
す
。
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つ
い
で
に
親
鷺
聖
人
の
時
代
に
そ
の
分
か
ち
書
き
を
し
た
人
は
存
在
す
る
ん
で
し
ょ
う
か
。

句
切
り
点
で
は
な
く
て
、
分
か
ち
書
き
で
す
か
?

当
時
は
句
切
り
点
は
用
い
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
?

明
恵
も
句
切
り
点
を
用
い
て
い
ま
す
。
句
切
り
点
を
加
点
す
る
か
ら
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
加
点
す
る
つ
も
り
で
、
空
間

を
空
げ
て
、
本
文
を
書
く
は
ず
で
す
。

他
に
は
、
遺
文
全
体
に
亘
っ
て
、
親
鷲
聖
人
ほ
ど
明
確
に
分
か
ち
書
き
を
実
践
し
た
人
を
、
す
ぐ
に
は
思
い
付
き
ま
せ
ん
。
そ
の

親鷺聖人の仮名遣いについて

O
司
会

O
会
場
五

O
佐
々
木

O
会
場
主

O
佐
々
木

他
に
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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O
司
会

目
で
、
広
く
調
査
し
な
い
と
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
他
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

先
生
、
そ
れ
で
は
『
唯
信
妙
』

に
平
仮
名
と
片
仮
名
、
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
の
も
の
が
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
ど
ち
ら

が
先
に
成
立
し
た
の
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
、
平
松
先
生
な
ど
は
、
最
近
は
平
仮
名
本
か
ら
片
仮
名
本
に
と
い
う
方

向
で
考
え
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
す
。
一
つ
は
、
今
、
お
っ
し
ゃ
っ
た
句
切
り
点
の
よ
う
な
と
こ
ろ
の
観
点
で
あ
る
と
か
、
ま
た
読
み

上
げ
る
と
い
い
ま
す
か
、
読
ま
せ
や
す
さ
と
い
う
か
た
ち
で
書
き
表
し
た
聖
教
と
い
う
の
は
、
だ
い
た
い
片
仮
名
で
書
か
れ
て
い
る

O
会
場
六

と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
発
想
な
さ
っ
て
お
ら
れ
た
よ
う
な
気
が
す
る
ん
で
す
が
、
こ
の
あ
た
り
は
ど
う
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
に
つ
い
て
も
、

O
佐
々
木

た
だ
、
平
仮
名
文
を
片
仮
名
文
に
す
る
、
と
い
う
の
は
あ
り
得
る
こ
と
で
す
。
ほ
か
に
も
例
が
有
り
ま
す
。

抗
え
ば
、
『
三
宝
絵
詞
』
は
、
現
存
最
古
の
写
本
は
平
仮
名
本
で
す
。
そ
れ
を
、
観
智
院
本
な
ど
は
、
片
仮
名
で
書
き
直
し
た
も

の
の
よ
う
で
す
。

は
っ
き
り
分
か
り
ま
せ
ん
。

『
往
生
要
集
』
も
古
い
写
本
に
、
平
仮
名
本
が
有
り
ま
す
。
も
っ
と
も
、
も
と
は
漢
文
で
す
。
そ
れ
を
延
書
き
す
る
場
合
に
、
平



仮
名
を
用
い
た
本
が
、
古
い
よ
う
で
す
。

そ
の
他
、
『
方
丈
記
』
も
、
初
期
に
は
平
仮
名
本
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
存
じ
の
通
り
、
現
存
最
古
の
大
福
光
寺
本
『
方
丈

記
』
は
、
片
仮
名
文
で
す
。
そ
の
大
福
光
寺
本
『
方
丈
記
』
の
中
に
、
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
本
を
基
と
し
た
と
考
え
な
い
と
起
こ
り

得
な
い
誤
写
が
幾
っ
か
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
は
、
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
か
ら
片
仮
名
文
に
書
き
直
す
と
き
に
生
じ
た
誤

写
で
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
「
行
く
川
の
な
が
れ
は
絶
え
ず
し
て
」
と
い
う
、
『
方
丈
記
』
の
文
体
は
、
和
文
で
す
か
ら
、

平
仮
名
で
書
か
れ
て
い
た
と
い
う
の
は
、
自
然
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

『
唯
信
紗
』
も
、
平
仮
名
本
か
ら
片
仮
名
本
に
直
す
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
る
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

O
佐
々
木

親鴛聖人の仮名遣いについて

(
終
了
)
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